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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公開番号】特開2012-149641(P2012-149641A)
【公開日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2012-4728(P2012-4728)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ   5/18     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/18     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/12     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ    5/18     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    7/18     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｄ   25/12     　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｄ    9/02     １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月9日(2015.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース（３４）とその反対側に配置された先端（３６）とを有しているとともに、前縁
（４２）と後縁（４４）との間に延在する正圧側面（３８）及び負圧側面（４０）を含む
翼形部（２４）と、
　翼形部（２４）内に少なくとも部分的に配置され、翼形部（２４）を通って冷却媒体を
供給するよう構成された翼形部冷却回路（４６）と、
　翼形部（２４）内に画成された湾曲冷却通路（６０、６２）であって、前記翼形部冷却
回路（４６）を通って流れる冷却媒体が湾曲冷却通路（６０、６２）内部に送られるよう
に前記翼形部冷却回路（４６）と流れ連通している湾曲冷却通路（６０、６２）と
を備えるタービン部品であって、湾曲冷却通路（６０、６２）が、翼形部（２４）の外面
の第１の位置に画成された第１の端部（６８）と翼形部（２４）の外面の第２の位置に画
成された第２の端部（７０）との間で翼形部（２４）内の長さ方向に延在する、タービン
部品。
【請求項２】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）が、先端（３６）にほぼ隣接して翼形部（２４）内に
画成される、請求項１記載のタービン部品。
【請求項３】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）の曲率が、翼形部（２４）の正圧側面（３８）及び負
圧側面（４０）の一方の空気力学的輪郭の少なくとも一部にほぼ一致するよう構成される
、請求項１記載のタービン部品。
【請求項４】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）が、翼形部（２４）の正圧側面（３８）の実質的な部
分に沿って長さ方向に延在し、湾曲冷却通路（６０、６２）が、正圧側面（３８）の空気
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力学的輪郭にほぼ一致する可変の曲率半径を定める、請求項１記載のタービン部品。
【請求項５】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）が、翼形部（２４）内に平面的な向きを有し、先端（
３６）の表面に実質的に平行に翼形部（２４）内で長さ方向に延在する、請求項１記載の
タービン部品。
【請求項６】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）が、交差通路（７２）を通して翼形部冷却回路（４６
）と流れ連通している、請求項１記載のタービン部品。
【請求項７】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）の第１及び第２の端部（６８、７０）の各々が、翼形
部（２４）の外面に冷却媒体出口（７４、７６）を形成しており、湾曲冷却通路（６０、
６２）を通って送られる冷却媒体の少なくとも一部が冷却媒体出口（７４、７６）を通っ
て排出される、請求項１記載のタービン部品。
【請求項８】
　前記湾曲冷却通路（６０、６２）と翼形部（２４）の外面との間の翼形部（２４）内に
複数のフィルム冷却孔（７８、８０）が画成されており、湾曲冷却通路（６０、６２）を
通って送られる冷却媒体の少なくとも一部が複数のフィルム冷却孔（７８、８０）を通じ
て排出される、請求項１記載のタービン部品。
【請求項９】
　ベース（３４）とその反対側に配置された先端（３６）とを有しているとともに、前縁
（４２）と後縁（４４）との間に延在する正圧側面（３８）及び負圧側面（４０）を含む
翼形部（２４）と、
　翼形部（２４）内に少なくとも部分的に配置され、翼形部（２４）を通って冷却媒体を
供給するよう構成された翼形部冷却回路（４６）と、
　翼形部（２４）内に画成された複数の湾曲冷却通路（６０、６２）であって、前記翼形
部冷却回路（４６）を通って流れる冷却媒体が湾曲冷却通路（６０、６２）内部に送られ
るように翼形部冷却回路（４６）と流れ連通している複数の湾曲冷却通路（６０、６２）
と、
を備えるタービン部品であって、複数の湾曲冷却通路（６０、６２）の各々が、翼形部（
２４）の外面の第１の位置に画成された第１の端部（６８）と翼形部（２４）の外面の第
２の位置に画成された第２の端部（７０）との間で翼形部（２４）内の長さ方向に延在す
る、タービン部品。
【請求項１０】
　前記複数の湾曲冷却通路（６０、６２）の各々の曲率が、翼形部（２４）の正圧側面（
３８）及び負圧側面（４０）の一方の空気力学的輪郭の少なくとも一部にほぼ一致するよ
う構成されている、請求項９記載のタービン部品。
【請求項１１】
　前記複数の湾曲冷却通路（６０、６２）の少なくとも１つが、翼形部（２４）内で平面
的な向きを有し、先端（３６）の表面に実質的に平行に翼形部（２４）内に長さ方向に延
在する、請求項９記載のタービン部品。
【請求項１２】
　前記複数の湾曲冷却通路（６０、６２）の少なくとも１つの第１及び第２の端部（６８
、７０）が、翼形部（２４）の外面に冷却媒体出口（７４、７６）を形成しており、湾曲
冷却通路（６０、６２）を通って送られる冷却媒体の少なくとも一部が冷却媒体出口（７
４、７６）を通って排出される、請求項９記載のタービン部品。
【請求項１３】
　前記複数の湾曲冷却通路（６０、６２）の少なくとも１つと翼形部（２４）の外面との
間の翼形部（２４）内に複数のフィルム冷却孔（７８、８０）が画成されており、湾曲冷
却通路（６０、６２）を通って送られる冷却媒体の少なくとも一部が複数のフィルム冷却
孔（７８、８０）を通じて排出される、請求項９記載のタービン部品。
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